
小正月の火祭り「三九郎」
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起
源
は
平
安
時
代
に
あ
り
、

県
下
で
は
道
祖
神
祭
り
と
深
く

結
び
つ
い
て
い
る
。

　
今
は
道
祖
神
の
前
で
数
日
に
わ

た
っ
て
焼
く
地
区
も
な
く
な
り
、

柳
の
枝
に
米
粉
の
団
子
以
外
の
物

が
付
く
ま
で
変
化
し
て
き
た
。

　
火
祭
り
を
司
祭
し
た
「
神
主

福
間
三
九
郎
」、
凶
作
・
重
税
・

疾
病
の
三
つ
の
苦
労
を
焼
く
、

三
九
郎
と
呼
ぶ
木
製
の
人
形
を

供
え
た
等
、
名
称
の
由
来
に
は

諸
説
が
残
っ
て
い
る
。
中
で
も

神
主
福
間
三
九
郎
と
書
か
れ
た

紙
札
が
玄
関
先
に
貼
ら
れ
、
年

ご
と
に
選
ば
れ
た
少
年
が
目
隠

し
を
し
た
ま
ま
、
版
木
を
刷
っ

て
紙
札
を
作
り
、
こ
の
少
年
を

神
に
仕
え
る
尸
童
（
よ
り
ま
し
）

と
し
て
、
福
間
三
九
郎
と
呼
ん

だ
事
か
ら
も
、
人
名
由
来
が
一

般
的
と
さ
れ
て
い
る
。

　
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
三
九
郎
。
今
年
も
寒
空
の

下
、
児
童
の
囃
し
声
に
誘
わ
れ

た
地
域
の
老
若
男
女
が
煌
々
と

燃
え
盛
っ
た
三
九
郎
を
訪
れ
た
。
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令和2年1月1日現在

世帯数
男
女
総人口

2,847世帯
3,303人
3,453人
6,756人
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出典：「身延町誌」
（https://www.town.minobu.lg.jp/chosei/choushi/top.htm）
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「
水
田
地
帯
を
貫
く
長
野
道
」

前
編
〈
戦
後
の
高
速
道
路

　
　
　
　
　
構
想
と
中
央
道
〉

　

今
回
は
旅
行
、
通
勤
、
仕
事
、

物
流
等
に
不
可
欠
な
道
路
で
島
立

地
区
の
中
央
を
南
北
に
貫
く
長
野

自
動
車
道
（
長
野
道
）
に
つ
い
て

記
し
ま
す
。

　

法
令
に
よ
り
道
路
名
は
長
野
自

動
車
道
、
路
線
名
は
高
速
自
動
車

国
道
中
央
自
動
車
道
長
野
線
、
最

近
で
は
高
速
道
路
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

で
Ｅ
19
と
呼
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
間
は
岡
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
更
埴
Ｊ
Ｃ

Ｔ
で
、
延
長
約
76
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
す
。

　

戦
後
の
高
速
道
路
構
想
は
中
央

道
と
共
に
始
ま
り
ま
し
た
。
中
央

道
は
１
９
４
７（
昭
和
22
）年
、の

ち
に
参
議
院
議
員
と
な
る
沼
津
市

の
実
業
家
、
田
中
清
一
が
発
表
し

た
「
総
合
国
土
開
発
田
中
案
」
に

基
づ
い
て
い
て
、
南
ア
ル
プ
ス
を

貫
通
し
東
京
〜
神
戸
を
最
短
距
離

で
結
ぶ
本
州
縦
貫
中
央
道
路
を
建

設
す
べ
き
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

55
年
、
国
土
開
発
縦
貫
自
動
車

道
建
設
法
案
（
縦
貫
道
建
設
法
）

が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
本
州
縦
貫

中
央
道
路
は
中
央
自
動
車
道
（
予

定
路
線
候
補
）
に
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
縦
貫
道
は
道
路
運
送
法

に
基
づ
く
有
料
事
業
の
自
動
車
道

な
の
か
、
道
路
法
の
道
路
に
位
置

付
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
が
焦

点
に
な
り
ま
し
た
。
道
路
運
送
事

業
は
運
輸
省
と
建
設
省
の
共
管
、

道
路
は
建
設
省
所
管
で
省
庁
間
の

縄
張
り
争
い
が
絡
む
問
題
で
し
た
。

こ
の
時
は
巨
額
の
建
設
費
を
理
由

に
鳩
山
内
閣
は
早
急
な
る
法
案
制

定
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
態
度

を
取
っ
た
こ
と
か
ら
面
倒
事
を
相

手
に
押
し
付
け
る
「
消
極
的
な
縄

張
り
争
い
」と
い
う
状
況
で
し
た
。 　

一
方
、
55
年
、
高
速
自
動
車
国

道
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
道
路
法
の
道
路
で
建
設
省
所

管
を
意
味
し
ま
す
。
縦
貫
道
建
設

法
に
含
ま
れ
て
い
な
い
建
設
省
推

進
の
東
海
道
ル
ー
ト
（
東
名
ル
ー

ト
）
建
設
に
弾
み
が
つ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。
57
年
、
縦
貫
道
建
設

法
と
高
速
自
動
車
国
道
法
が
相
次

い
で
成
立
し
ま
し
た
。
中
央
道
と

東
名
ル
ー
ト
は
高
速
自
動
車
国
道

と
し
て
の
建
設
省
所
管
と
な
り
、

「
縄
張
り
争
い
」
論
争
は
双
方
と

も
建
設
省
内
の
話
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
両
ル
ー
ト
が
共
倒
れ

に
な
る
こ
と
を
避
け
な
が
ら
推
進

さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
60
年
、
縦
貫
道
中
央
自
動
車

道
の
予
定
路
線
を
定
め
る
法
律
と

東
海
道
幹
線
自
動
車
国
道
建
設
法

が
同
時
成
立
、
高
井
戸
Ｉ
Ｃ
〜
富

士
吉
田
Ｉ
Ｃ
と
東
京
Ｉ
Ｃ
〜
静
岡

Ｉ
Ｃ
に
施
工
命
令
が
出
さ
れ
、
東

名
高
速
は

69
年
に
東

京
Ｉ
Ｃ
〜

小
牧
Ｊ
Ｃ

Ｔ
が
全
線

開
通
し
ま

し
た
。
一

方
の
中
央

道
は
同

年
、
調
布

Ｉ
Ｃ
〜
河

口
湖
Ｉ
Ｃ

ま
で
開
通
し
た
も
の
の
先
線
建
設

は
延
々
と
し
て
進
ま
ず
、
こ
う
し

た
状
況
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
た

中
央
自
動
車
道
建
設
推
進
委
員
会

（
中
央
道
推
進
委
員
会
）
の
青
木

一
男
委
員
長
は
、
南
ア
ル
プ
ス
を

貫
通
し
天
竜
峡
に
抜
け
る
井
川

ル
ー
ト
が
凍
結
と
な
る
の
を
回
避

す
る
た
め
、
現
実
的
な
諏
訪
回
り

ル
ー
ト
へ
の
変
更
を
計
り
ま
し

た
。
理
由
は
「
不
経
済
な
投
資
」

と
烙
印
さ
れ
た
短
絡
的
ル
ー
ト
を

選
択
す
る
優
位
性
が
薄
れ
た
こ
と

に
あ
り
ま
し
た
。
62
年
、
委
員
長

は
山
梨
・
長
野
両
県
に
調
査
費
の

一
部
を
負
担
す
る
了
解
を
取
り
付

け
、
建
設
省
に
諏
訪
回
り
ル
ー
ト

の
調
査
推
進
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。
63
年
、
中
央
道
推
進
委
員
会

（
関
係
自
治
体
首
長
ら
で
構
成
）

で
委
員
長
独
断
の
中
央
道
諏
訪
回

り
ル
ー
ト
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
立
場
の
身
延
町
長
は
山
梨
県

知
事
に
説
得
さ
れ
、
地
元
自
治
体

総
意
と
し
て
諏
訪
回
り
ル
ー
ト
へ

の
変
更
が
決
定
し
ま
し
た
。
両
県

は
既
に
調
査
費
を
出
し
て
お
り
既

定
路
線
（
諏
訪
回
り
）
の
追
認
と

な
り
ま
し
た
。
翌
64
年
、「
縦
貫

道
建
設
法
の
一
部
改
正
で
主
な
経

由
地
か
ら
「
井
川
附
近
」
が
外
さ

れ
て
「
諏
訪
附
近
」
が
追
加
さ
れ
、

諏
訪
ル
ー
ト
へ
の
変
更
と
な
り
ま

し
た
。
委
員
長
は
改
正
を
見
越
し

て
動
い
て
い
た
の
で
し
た
。同
年
、

東
海
道
幹
線
自
動
車
国
道
建
設
法

（
東
名
高
速
建
設
の
根
拠
法
）
成

立
は
高
速
道
路
に
関
す
る
法
体
系

を
揺
さ
ぶ
る
大
事
件
で
、
以
降
は

作
り
た
い
道
路
ご
と
に
個
別
法
案

が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
道

路
行
政
に
混
乱
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
こ
の
時
、
縦
貫
道
建
設
法
を

改
正
す
る
形
で
名
称
も
改
め
国
土

開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
（
国

幹
道
建
設
法
）
が
66
年
に
成
立
し

ま
し
た
。
縦
貫
道
構
想
は
縦
貫
道

を
幹
と
し
、
そ
こ
か
ら
補
助
路
線

（
支
線
）
を
広
げ
て
い
く
も
の
で

し
た
。

　

高
速
自
動
車
国
道
中
央
自
動
車

道
長
野
線
は
中
央
道
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
64
年
に
諏
訪
回
り
に
な
っ
た
段

階
か
ら
長
野
、
北
陸
方
面
へ
の
接

続
構
想
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
62
年
、
県
庁
新
設
が
決

定
し
た
際
、
西
沢
権
一
郎
知
事
は

飯
田
、
松
本
、
長
野
を
結
ぶ
道
路

近
代
化
を
取
り
上
げ
「
南
北
貫
通

弾
丸
道
路
」
の
建
設
を
目
指
し
て

昭
和
40
年
度
に
調
査
費
を
計
上
、

こ
れ
に
対
し
建
設
省
は
66
（
昭
和

41
）
年
、
法
律
と
し
て
中
央
道
長

野
線
を
中
央
道
の
支
線
と
し
て
予

定
路
線
に
編
入
す
る
決
定
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
県
が
手
掛

け
て
い
た
弾
丸
道
路
に
関
す
る
調

査
資
料
も
諏
訪
地
区
ま
で
延
長
し

て
建
設
省
に
提
出
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。【
以
下
後
編
へ
】
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